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苅田町青少年育成町民会議だより

▲11年度、福岡県健全育成ポスター

入選者表彰式に参加した皆さん

▲ JR苅田駅前にて、いじめストップを訴える
町民会議の皆さん (9月 8日 )

心 豊 か で

たくましい
青少年の育成を目指しましょう

オアシス運動作品 (習字)と健全育成ポスター今年度児童・生徒作品より
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生
徒
指
導
研
修
部
会

町
内
全
小

。
中
学
校
の
生
徒
指
導

主
事
の
教
員
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
京
都

・
行
橋
地
区

の
生
徒
指
導
に
関
す
る
研
修
や
情
報

交
換
、
地
区
行
事
時
の
補
導
を
目
的

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
町
内
独

自
の
事
業
に
も
と
結
成
さ
れ
た
部
会

で
す
。

一
、
町
内
や
校
区
内
の
行
事
の
補
導

を
時
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
合
し
て

行

っ
て
い
ま
す
。

一
、
補
導
環
境
部
会
の
街
頭
補
導
に

計
画
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
非

行
防
止

・
健
全
育
成
の
研
修
会
や

講
演
会
を
合
同
開
催
し
て
い
ま

す
。

一
、
各
学
校
間
の
情
報
を
交
換
し
合

う
研
修
部
会
を
年
４
１
５
回
開
い

て
い
ま
す
。

一
、
以
上
の
中
か
ら
得
た
経
験
や
情

報
を
校
内
指
導
に
生
か
す
と
共
に
、

校
内
や
校
区
内
で
指
導
を
用
す
る
件

（不
審
者
出
現
な
ど
）
を
教
育
委
員

会

へ
連
絡
し
、
地
域

。
家
庭
と
の
連

携
強
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

一
、
平
成
１２
年
９
月
８
日
（金
）

１６
時
３０
分
１
１８
時

一
、
町
新
開
公
園
集
合

一
、
町
民
会
議
委
員
及
び
そ
の
組
織

団
体
の
方
々
、
行
橋
警
察
署
、
両

中
学
校
々
区
い
じ
め
対
策
協
議
会

の
皆
さ
ん
総
勢
約
８０
人

一
、
伊
塚
会
長
の
挨
拶
後
、
雨
が
振

り
出
し
、
パ
レ
ー
ド
は
中
止
に
。

Ｊ
Ｒ
苅
田
と
小
波
瀬
西
工
大
駅

前
に
分
か
れ
て
啓
発
。

非
行
防
止
。シ
ン
ナ
ー
等

薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

一
、
平
成
１２
年
７
月
２９
日
（土
）

１８
時
１
２０
時
３０
分

一
、
町
中
央
公
民
館
第
５
研
修
室

一
、
町
民
会
議
委
員
及
び
そ
の
所
属

組
織

・
団
体
の
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
他
町
民
有
志
約
百
名

一
、
講
師
と
し
て

県
少
年
課
　
　
　
五
島
敏
明
　
氏

「県
内
非
行
の
実
態
」

南
少
年
相
談
室
　
山
手
幸
枝
先
生

「非
行
と
そ
の
相
談
」

○
　
映
画

「親
た
ち
の
ス
ク
ラ
ム
ー

子
供
た
ち
の
非
行
を
防
ぐ
―
」

非
行
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
し

　

，○

た
わ
が
子
を
父
親
が
必
死
に
な
っ

て
更
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
や
が

　

　

・
○

○
　
パ
レ
ー
ド
前
に
、
広
報
車
で
防

止
を
訴
え
ま
し
た
。

○
　
会
長
挨
拶
で
、

「
い
じ
め
は
非

行
と
関
わ

っ
て
い
る
。

い
じ
め
に

立
ち
向
か
う
子
、

い
じ
め
を
見
ぬ

き
防
ぐ
大
人
で
あ
り
た

い
」
。
と

の
主
旨
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
パ
レ
ー
ド
が
急
拠
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
し
た
方

々
は
雨

に
も
負
け
ず
両
駅
前
に
再
度
集
合

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
じ
め
防

止

の
チ
ラ
シ
と
啓
発
物
品
を
配
布

し
、

い
じ
め
ス
ト

ッ
プ
を
訴
え
ま

し
た
。

て
、
同
グ
ル
ー
プ
の
親

・
家
族
ぐ

２

る
み
で
対
処
し
て
い
く
物
語
。

県
内
の
非
行
実
態
は
全
国
的
に

見
て
も
多

い
。
中
で
も
シ
ン
ナ
ー

等
の
薬
物
乱
用
率
が
高
い
。

何
回
も
く
り
返
す
子
が
い
る
。

生
命
の
大
切
さ
は
自
覚
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
家
族
間
の
不
知
、
友

だ
ち
づ
き
合
い
、
学
業
成
績
等
々

で
行
き
場
を
失
い
、
存
在
感
に
欠

け
、
似
た
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。　
一
人
ひ
と
り

の
自
覚
と
共
に
、
健
全
な
家
族

・

グ
ル
ー
プ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。

○
　
質
疑
応
答
の
意
見
交
換
の
中
か

ら
、
深
夜
外
出
を
黙
認
し
て
い
る

保
護
者
、
補
導
や
保
護
時
の
対
応

の
仕
方
等
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
変

わ
る
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

町
民
会
議

・
３
月
ま
で
の

主
な
事
業
予
定

１２
月
○
補
導
環
境
部
会

。
生
徒
指
導

研
究
部
会
の
合
同
研
修
会

〇
年
末

。
年
始
特
別
補
導

１
月
○

（伝
承
）
工
作
教
室

。
遊
戯

大
会

（健
全
育
成
部
会
）

２
月
○
い
じ
め
対
策
委
員
会

○
各
地
ど
ん
ど
焼
き
特
別
補
導

３
月
○
春
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
三
四
号
発
行

○
各
部
会
の
次
年
度
計
画

１２
１
３
月
○
定
例
街
頭
補
導

・轟
鷲
一凝
●
・轟
・

食
菫
戴

調

痢

閣
ヽr

ヽァ
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平
成
１２
年
度

「家

庭

の

日
」

作
品
町
内
入
賞
者

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

○
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

○
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

○
入
賞
者
を
含
め
た
作
品
は
県
民
会

議

へ
提
出
し
ま
し
た
。

○
家
庭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
時

（＝
月
２３

日
）
に
、
次
ベ
ー
ジ
の
健
全
育
成

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
と
共
に
表
彰
い

た

し
ま

し
た
。

雲ヽ
■ａ
入県作 品募集状況

「H‐    1

中  3

中 232

計 363点

中  7

奨

励

賞

作
文
　
一刈
小
２

苅
小
３

苅
中
３

標
語
　
与
小
６

佐
藤
　
里
奈

中
山
あ
つ
み

松
本
　
　
悠

安
田
香
菜
美

○作文 小  8
0絵  小 26
0標語 小 118

0書道 小 368

計  9点
計 29点

高 13点

計 375点

※今回は、苅田工業高校の学生からも応募

がありました。
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松 本  悠 苅中 申 山 温 美 苅田 木 村 夏 美 苅田
原   葉 月 南原 井 上 かすみ 南原 中 村 梨 乃 苅田
長 坂 智佳子 与原 小  田  司 南原 江 冨」 友 希 馬場

井 堀 真 美

輔

こ

幸

春

純

吾

ｈ
ソ

友

の

弘

千

香

昇

野

せ

　

巻

田

崎

寺

岡

ろ

　

　

　

　

　

．納

小

ひ

泉

荒

吉

灰

萬

藤

愛

良 車甫

馬場

賞

苅中

馬場

苅田

苅田

苅田

苅田

馬場

苅中

３

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

１

一
　

　

一

一銀

一

一　

　

一

一　

　

一

一　

　

一

一
一

美

奈

太

み

奈

美

仁

菜

裕

裕

優

ま

由

瑠

崇

春

武

谷

井

崎

園

野

　

藤

吉

岸

向

本

下

中

神

後

佐 藤 り な 苅田

賞 ‐

苅中

苅田

南原

馬場

南原

馬場

与原

苅中 ‐

一

一

２

２

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

一
　

　

一

一銅

一

二一　

　

一

二

一
一渡 辺 功 治

子

歩

み

恵

美

香

美

代

ゆ

典

美

ま

琴

雅

優

麻

陽

田

津

内

本

村

本

尾

上

原

大

川

山

中

橋

松

井

片島

二
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苅中

苅田

与原

南原

馬場

与原

片島

苅中
〓
●

〓

１１
　

　

　

　

　

　

　

・
隔

諸 富 真 代 新中 中 寄 裕 太 馬場 安 藤 咲 希 白川 4

也

行

勇

良

口

林

溝

梅

卜L白
月 「荀

苅 工

裕貴子

正 順田

■
ド

　

一
一

来

年
　

―

コ

苅田

苅工

竹 井 友由恵
川 崎  愛

南原

苅中

莉
　
　
寿

希

　
　
子

渉

　

　

葵

貴

悠

有
　
　
和

美
　
　
裕

田

江

田

藤

田

　

本

ケ

増

鐘

麦

安

小

林

松
一　

　

一

二

子

恵

倫

優

田

本

原

藤

与原

馬場
卜■‐白
月「可

白川

南原

苅田

苅中

馬場

苅田

一
■
　

二

一二

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

３

と

里

希

さ

由

ち

沙

美

山

辺

藤

福

渡

安

南原

白川

白川

Ｑ
υ
　

４
ェ
　

′
４

麻 希
さゆり

菜津子

記

代

■
↑

早

祥

原

下

田

砥

松

中

木

大

太

青

国

田

南原

馬場

南原

与原

与原

与原

５

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

だ

　

倉

原

上

丸

部

ちし

森

浅

田

村

金

岡

だ

村

山

原

　

久

村

畑

野

しよ

今

中

上

新

有

〈
，
上

櫛

り  さ

由希奈

絵 美
和可子

直 也
奈 央
悠 貴

ま い

弘 輝
新

菜緒子

織

志

香

大

紀

里
　
　
有

早

昌

由

彰

美

南原

白川

与原

与原

片島

馬場

苅中

馬場

苅田

苅田

与原

苅田

苅田

苅田

南原

与原

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

１

１

　

２

　

２

　

２

　

３

　

４

　

４

　

４

　

４

橋

使

上

梅

形

永

取

ノ

高

に

丼

亨

尾

徳

高

田

富

村

部

中

下

松

田

原

ケ

大

徳

木

矢

田

大

永

永

杉

恵利奈

まさや

優 駿
龍

愛 美
綾 乃
宜 弘

遼

切
〓

正 恵

理

光

友

由

祥

奈

恵

希

里

紀

代

美

白川

片島

白川

片島

白川

白川

苅中

苅田

馬場

南原

与原

苅田

馬場

馬場

与原

苅中

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

１

作 品

会||■ ‐1長  ‐1賞 教 育 委 員 会 賞 家 庭 部 会 賞

氏  名 学校 年 氏  名 学校 年 氏  名 学校 年

作 文

絵

標 語
書 道

作 文

絵

標 語

書 道

佳 作

作 文 書 道

絵

標 語



平成12年度

健 全 育 成 ボ ス タ 入 賞 者

家
庭

の
日
・

オ
ア
シ
ス
運
動
作
文
集
よ
り

「
た
よ
り
に
し
て
ね
」

苅
小
３
年
　
中
山
　
あ
つ
み

「ド
ス
ン
。
」

重
い
音
。
台
所
か
ら
だ
。

た
お
れ
た
い
す
の
そ
ば
に
、
う

つ
ぶ
せ
た
お
ば
あ
ち
や
ん
。

「
い
―
た
た
た
た
た
。
」

「ど
し
た
ん
。
」

「
い
た
た
。
」

そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病

い
ん
へ
行
っ
た
。

も
ど

っ
て
来
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
右
手
は
、

首
か
ら
白
い
ぬ
の
で
つ

ら
れ
て
い
た
。

そ
の
日
か
ら
わ
た
し
は
い
そ
が
し

く
な

っ
た
。

「
あ
つ
―
。
」

「
は
―
い
。
」

お
ば
あ
ち
や
ん
の
着
が
え
の
手
伝
い
。

「
あ
つ
―
。
」

「
は
―
い
。
」

ろ
う
そ
く
の
人
を
つ
け
る
手
伝
い
。

「
あ
つ
―
。
」

「
は
―
い
。
」

お
茶
の
葉
を
ふ
く
ろ
に
入
れ
る
手
つ

だ
い
。
「あ

つ
―
。
」

「
は
―
い
。
」

ふ
と
ん
を
し
く
手
つ
だ
い
。

「
あ
つ
―
。
」
　
　
　
　
　
　
　
４

「
は
―
い
。
」

荷
物
を
持
つ
手
つ
だ
い
。

わ
た
し
は
お
ば
あ
ち
や
ん
の
右
手

に
な
っ
た
。

と
に
か
く
わ
た
し
は
朝
か
ら
夜
ま

で
た
い
へ
ん
だ
。
い
っ
ぱ
い
仕
事
を

た
の
ま
れ
る
。

だ
け
ど
う
れ
し
い
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
わ
た
し
を
た

よ
り
に
し
て
く
れ
る
。
ち
ょ
っ
と
お

と
な
に
な
っ
た
気
分
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本
も
の
の
手
が

な
お
る
ま
で
、
た
よ
り
に
し
て
て
ね

お
ば
あ
ち
や
ん
。

町
内
小

ｏ
中

・
高
校
生
の

○
お
は
よ
う
と
　
い
え
ば
広
が
る
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
　
　
（与
小
６
年
　
安
田
香
菜
美
）

○
あ
い
さ
つ
の
　
心
が
だ
い
じ
　
い
つ
ま
で
も
　
　
　
　
　
（苅
小
６
年
　
林
　
裕
貴
子
）

○
こ
ん
に
ち
は
　
ひ
と
つ
で
変
わ
る
　
街
の
色
　
　
　
　
　
（馬
小
６
年
　
江
副
　
友
希
）

○
お
は
よ
う
は
　
君
の
心
に
　
残
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
（南
小
６
年
　
小
田
　
　
司
）

○
感
謝
し
よ
う
　
気
持
ち
を
こ
め
て
　
あ
り
が
と
う
　
　
　
（南
小
６
年
　
竹
井
友
里
恵
）

○
う
れ
し
い
な
あ
　
そ
の
一
言
が
　
あ
っ
た
か
い
　
　
　
　
（与
小
６
年
　
長
坂
智
佳
子
）

○
あ
い
さ
つ
は
　
心
を
伝
え
る
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
　
　
　
　
（与
小
６
年
　
青
砥
　
麻
希
）

○
お
は
よ
う
の
　
言
葉
が
と
び
か
う
　
う
ち
の
朝
　
　
　
　
（与
小
６
年
　
田
中
菜
津
美
）

○
み
ん
な
の
心
　
つ
な
げ
る
き
ず
な
　
あ
い
さ
つ
で
　
　
　
（片
小
５
年
　
溝
口
　
勇
也
）

○
い
つ
も
　
オ
ア
シ
ス
　
片
島
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（片
小
５
年
　
倉
本
　
　
愛
）

○
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
　
言
え
る
自
分
に
　
拍
手
を
送
る
（苅
中
３
年
　
友
野
　
友
輔
）

○
あ
い
さ
つ
を
　
み
ん
な
で
か
わ
す
　
苅
田
町
　
　
　
　
　
（苅
中
２
年
　
吉
武
　
裕
美
）

○
あ
い
さ
つ
で
　
心
と
心
に
　
橋
か
け
よ
う
　
　
　
　
　
　
（苅
中
１
年
　
原
田
　
典
子
）

○
家
庭
の
日
　
笑
顔
生
ま
れ
る
　
幸
わ
せ
日
　
　
　
　
　
　
（苅
中
１
年
　
川
靖
　
　
愛
）

〇

一
日
で
　
何
回
言
え
る
か
　
オ
ア
シ
ス
運
動
　
　
　
　
　
（苅
工
２
年
　
梅
林
　
良
行
）

○
何
気
な
い
　
そ
の
一
言
が
　
エ
チ
ケ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
（苅
工
２
年
　
上
田
　
正
順
）

※
町
民
会
議

。
家
庭
部
会
で
は
、
右
記
を
含
め
た
標
語
の
中
よ
り
小
立
看
板
を
各
学
校
の

周
辺
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ヽ

奈

子

里

恵

美

里

月

美

美

由

　

奈

加

　

　

由

杏

員

沙

早

智

亜

葉

絵

真

野

田

瀬

辺

冨

迫

辺

　

倉

島

守

黒

渡

門

大

渡

原

浅

林

彩 自川

白川

白川

白川

苅田

白川

白川

南原

与原

白川

大

　

也

里

織

美

緒

美

恵

奈

里

彩

　

央

　

　

　

津

　

　

緒

雄

　

直

佳

沙

奈

奈

奈

郁

裕

詩

村

藤

上

辺

野

井

田

甲

九

野

口

十

藤

伊

村

渡

岡

竹

国

愛

九

龍

野

南原

与原

片島

自川

与原

南原

苅田

南原

馬場

与原

白川

沙

基

　

　

代

恵

平

　

紀

郎

恵

慧

　

　

　

　

　

薫

　

　

一

利

大

　

　

陽

芳

祥

　

有

龍

原

村

崎

山

上

田

崎

田

原

野

双

宮

本

高

井

八

宮

坂

清

矢

苅中

新中

苅中

新中

苅中

新中

苅中

苅中

新中

新中

希

人

子

架

子

美

央

一明

友

晋

京

明

良

歩

麻

田

原

　

田

山

峯

　

木

松

梶

中

原

柴

大

原

鈴

苅中

新中

新申

苅中

苅中

新中

新中

新中

※ポスター応募状況 :小学生 176点、中学生 289点、計 465点。

※上記の人たちのを含めたポスターを11月 26日 「ごどものくに」時に、中央公民館 1階ロビーに育成会連合会の

方で展示いたします。

ヽ

小学 5・ 6年生の部1～ 4 中学 1年生の部 中学 2・ 3書 |の部

年 年賞 氏 名 学校 氏 名 学校 年 氏 名 学校 年 氏 名 学校

教育委員会

‐健全育成

金

銀

．銅

Ａ
〓・
長

作儀
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部活動紹介 その 1

苅
口
工
業
高
等
学
校

町
内
に
唯

一
の
高
校
、通
称
名
「
苅

工
」
の
先
生
や
学
生
に
接
し
、
日
頃

の
活
動
状
況
や
成
果
な
ど
を
見
聞
じ

ま
し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。

○
硬
式
テ
ニ
ス
部

部
長

・
楠
森
仙
也
他
１５
名

ソ
フ
ト
か
ら
硬
式
に
変
わ
り
、

新
人
戦
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

○
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

部
長

・
神
崎
啓
二

九
州
大
会
で
ベ
ス
ト
８
入
り
目

前
ま
で
善
戦
。
新
人
戦
に
は
／

○
野

球

部

部
長

・
百
坂
秀
友

人
間
育
成
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
高

し

野
連
主
催
大
会
に
好
成
績
を
収
め

る
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

○
陸

上

部

部
長

・
原
田
浩
次

（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
（長
距
離
）
全

国
総
体
（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
四
百
ｍ

ハ
ー
ド
ル
出
場
。

全
九
州
新
人
女
子
ヤ
リ
投
げ
で

堂
々
２
位
。
同
長
距
離
走
で
決
勝

戦
に
出
場
。

今
は
駅
伝
や
□
―
ド
出
場
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

○
卓

球

部

部
長

・
高
尾
将
行

民
間
の
卓
球
ク
ラ
ブ
と

一
緒
に
練

習
し
、
個
人

・
団
体
共
に
県
大
会

出
場
を
か
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

○
柔

道

部

部
長

・
松
本
透

行
橋
京
都
地
区
武
道
大
会
団
体

高
校
の
部
で
２
年
連
続
優
勝
す
る

な
ど
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

○
剣

道

部

部
長

・
末
松
努
他
１０
名

毎
日
２
時
間
は
練
習
し
、
新
人

戦
他
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

○
サ
ッ
カ
ー
部

部
長

・
藤
波
聡
他
２０
名

連
日
２
時
間
は
熱
中
し
、
県
大

会
出
場
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

t

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

部
長

・
里
田
侑
介

全
国
高
校
選
抜
優
勝
大
会
の
県

大
会
に
出
場
。

北
九
州
市
民
体
育
祭
少
年
少
女

大
会
で
ベ
ス
ト
８
入
り
な
ど
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
１０
月
の
取
材
で
す
の

で
、
３
年
生
は
除

い
て
い
ま
す
。

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

部
長

・
田
村
純
平
他
２２
名

人
数
が
多
い
の
で
、
毎
日
町
の

総
合
体
育
館
で
練
習
し
、
団
体
戦

３
回
戦
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

○
登

山

部

部
長

・
村
本
悠
輔

年
３
回
開
催
の
高
体
連
登
山
大

会
出
場
を
目
標
に
、
知
識

・
技
術

・

体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

○
空
手
道
部

部
長

・
原
田
和
幸
他
８
名

本
年
、
同
好
会
よ
り
昇
格
。
新

人
戦
男
子
団
体
組
手
で
３
位
と
な

り
、
県
大
会
に
出
場
。
県
で
は

一

本
差
で
九
州
大
会
出
場
を
逃
す
ま

で
に
急
上
昇
中
で
す
。

○
水
泳
同
好
会

部
長

・
原
知
也

高
校
総
体
北
部
支
部
予
選
出
場

三
百
ｍ

・
四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
で
県

大
会
へ
常
時
出
場
し
て
い
意
す
。

※
加
藤
龍
二
先
生
談

私
は
幼
少
の
頃
よ
り
町
内
の
剣

道
場
で
学
び
、
〈
フ
で
も
時
々
出
か

け
て
い
ま
す
。
武
道
を
通
し
て
体

育
科
の
教
師
に
な
り
ま
し
た
。

苅
工
の
体
育
系
部
会
生
は
ど
の

部
員
も
練
習
熱
心
で
、
よ
く
頑

張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（次
回
は
文
科
系
部
を
紹
介
し
ま
す
）
５

(陸上部員 。3年生含む)

(バ レーボール部員)
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す
こ
や
か

Q
&

QA

近
年
、
京
都
や
新
潟
、
そ

し
て
、
西
鉄
バ
ス
事
件
な
ど

不
幸
で
特
異
的
な
犯
罪
も
起

き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
の
子
ど
も

を
め
ぐ
る
問
題
と
そ
の
背
景

に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ

少
子
化
傾
向
が
進
み
、
児

童
虐
待
な
ど
の
問
題
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き

こ
も
り
や
自
己
中
心
的
な
若

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
国
民
会
議
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

（Ｈ

。
１２
年
度
）
の
ま

と
め
を
中
心
に
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。バ
イ
オ
レ
ン
ス

（暴
力

・
暴
行
）

の
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。

〓

最
近
の
傾
向
と
し
て

夫
↓
妻
↓
子
↑

む
か
つ
く

。
切
れ
る

器
物
破
損

（ガ
ラ
ス
割
り
等
）

親
や
友

へ
逆
暴
力

う
ざ

っ
た
い

（近
づ
く
な
）

引
き
こ
も
る

（不
登
校
等
）

つ
ま
り
、
大
人
の
欲
求
不
満
↓
子

ど
も
の
欲
求
不
満
＝
爆
発
し
た
ら
、

ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

百
杯一園
【
母
子
カ
プ
セ
ル
・密
室
育

児

（母
親

一
人
の
子
育
て

で
孤
立
状
態
）

○
分
か
っ
て
い
る
が
ス
ト
レ
ス
等
で

つ
い
暴
力

○
他
人
は
口
を
は
さ
ま
な
い
で

○
無
視

・
放
置

（幼
児
残
し
て
長
時

間
外
出
…
…
パ
チ
ン
コ
等
）

○
親
の
ペ
ー
ス
に
子
を
引
き
込
む

（深
夜
Ｔ

。
Ｖ
や
カ
ラ
オ
ケ
等
）

○
放
任
す
る
。
…
子
は
自
己
責
任
を

自
信
消
失
で
持
て
な
い

へ
し

○
身
体
的
―
殴
る

。
蹴
る

。
溺
れ
さ

せ
る

。
火
を
押
し
つ
け
る
…
。

○
性
的
―
性
的
行
為
の
強
要

。
見
せ

フ
０

。

　

・
・
‥

‥

。

○
ネ
グ
レ
ク
ト
ー

（無
視

。
放
置
）

病
院
や
検
診
に
行
か
せ
な
い
。

風
呂
に
入
れ
な
い
…
…
。

○
心
理
的
―
子
の
前
で

「居
な
い
方

が
良
い
」
「生
ん
だ
の
が
間
違
い
」

等
の
発
言
。
他
の
兄
弟
と
差
別
す

フ
０

・
・
・
。

虐
待
発
生
理
由

○
親
の
側
の
要
因
―
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
る
。
親
が
幼
い
頃
に
虐
待

を
受
け
た
…
。

○
子
供
の
側
の
要
因
―
非
常
に
頑
固

で
カ
ン
シ
ャ
ク
持
ち
。
非
常
に
要

求
を
強
く
表
し
、
そ
れ
に
こ
だ
わ

る
子
…
。

○
親
子
関
係
が
要
因
―
幼
い
時
か
ら

放
任
や
他
人

・
施
設
等

に
預
け

る
。
夫
婦
間
の
不
知
…
。

○
対
人
恐
怖
群
―
集
団
生
活
が
で
き

な
い
。
口
下
手
、
内
気
…
。

○
葛
藤
回
避
群
―
他
人
に
と
や
か
く

言
わ
れ
た
く
な
い
。
自
己
決
定
の

自
己
責
任

へ
の
怖
わ
さ
…
。

○
学
業
脱
落
群
―
勉
強
に
興
味

。
関

心
が
湧
か
な
い
…
。

○
無
気
力
群
―
過
去
に
優
等
生

。
周

囲
の
期
待
が
強
か

っ
た
…
。

対
　
策

○
機
関
へ
の
連
絡

児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
、

町
教
育
相
談
室
、
児
童
委
員
‥
。

○
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

祖
父
母
を
中
心
に
。
た
だ
し
、

干
渉
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。
嫁
姑

問
題
を
考
慮
し
て
‥
。

○
父
親
の
育
児
参
加

・
家
庭
復
帰

「育
児
を
し
な
い
男
を
父
と
は

呼
ば
な
い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス

タ
ー
あ
り
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア

・
育
成
会
活
動

・
各
学
校
の
お

や
じ
の
会
等
に
参
加
‥
。

○
地
域
の
世
話
焼
き
お
じ
さ
ん

。
お

ぼ
さ
ん
に

た
だ
し
、
保
護
者
の
役
割
放
棄

に
な
ら
な
い
こ
と
。
子
ど
も
の
家

庭
を
邪
魔
し
な
い
こ
と
。
家
庭
の

緊
張
関
係
を
和
ま
せ
る
方
向
で
。

「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
子
ど

も
の
笑
顔
」

「

~~~~~¬

児

童

虐

待

ば
る
れ
わ
わ
〓
〓
も

ガ

ｔ
人
ど
大
手
○不 登 校 :全国12万 7千人 (H.10)
○児童虐待 :全国6,932件 (H.10)

(H.2は 1,150イ牛)
(H.12は 1万件を越えたと)
(10人 |こ 1人の親認める )

○自分の親又は

配偶者の親に相談  ?～ 8%
(以上、厚生省10年度統計 )

「
よ
い
話
か
た
Ｉ
」
6

お
ば
あ
さ
ん

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

地
域
の
子
①
　
ジ
ロ
リ

お
ば
あ
さ
ん

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

地
域
の
子
②
　
下
向
い
て
無
言

お
ば
あ
さ
ん

「今
日
も

一
日
元
気
で
ね
」

地
域
の
子
③
ｌ
⑥

自
分
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
で
無
視

お
ば
あ
さ
ん

「
元
気
で
行

っ
て
ら

っ
し
や
い
」

地
域
の
子
②

。
③

会
釈
し
て
、
行

っ
て
き
ま
す

お
ば
あ
さ
ん

地
域
の
子
⑨

・
⑩

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
ば
あ
さ
ん

「気
持
ち
い
い
朝
で
す
ね
」

に
こ
に
こ
笑
顔

地
域
の
子
①

。
⑫

あ
あ
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す

昨
日
ね
、
Ａ
君
と
Ｂ
さ
ん
が
□

げ
ん
か
し
て
た
か
ら
止
め
た
の
よ

お
ば
あ
さ
ん

「え
ら
か
っ
た
ね
え
。
良
い
子
、

良
い
子
、
う
れ
し
い
ね
え
」

引
き
こ
も
り
が
ち

|まうはんきょうかい けいきつ

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

０
４
３
４
・
１
１
１
１
内
線
３
９
０
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